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とえば，子どもは親元 ( 家庭に近い環境 ) で育つのが当
たり前だが，そのためには，施設入所の前に徹底した育
児支援・家族支援が必要となる。両親が働いていれば



























　平成 21 年度におこなった姫路市 ( 人口 53 万人 ) の公
立保育所 30 園の５歳児の調査では，9.6% (73 人 / 総数
757 人 ) の子どもたちに行動面・社会性などに問題があ
り，何らかの支援が必要ではないかとの回答を得た。そ
のうちの 3.4％ (26 人 ) は障害があるとすでに診断されて
いて，私どものセンターが関わっている子どもたちで
























  3. 　特別支援学校数および在籍数の増加






















































































リテーションはエビデンス ( 根拠 ) が出せず，健常児と
の比較検討を十分におこなえないからである。











































































































































































































































































































































































































































































































基本法が 2012 年 7 月 29 日に改定された。その中では，























































































































































































































　著書は「障害児 ( 者 ) 地域療育等支援事業ハンドブッ
ク」( ぶどう社 )，「子育てを支える療育」( ぶどう社 )
等。
＊１) 障害者は，いま　　大野智也　岩波新書 ( 岩波書
店 ) 　 1988/8
　本稿は，2012 年 11 月に開催された筑波大学特別支援
教育研究センター主催セミナーにおける宮田氏の講演を
元に再構成したものである。
